対策と対応策

メディアとマスメディア　世界で日本で　
日々崩壊しつつあると　それら自体が
自覚と自責から　吠え出したのが　２０２０年代
しかも　世界共通で　トランプ大統領も　
同感し　声高に訴えるが
この崩壊は　これらの消失を意味しない

では　日本での崩壊の決定的証拠は？
身近な一例として　「対策」と「対応策」を　
区別できない　マスメディアと
それを食の糧とする　解説者と称される方々

クマ対策は　クマ対応策
対策が出来ていなかったため
クマが　多くの地区で出没し
それの対応策に苦慮しているのが　日本の今

刑法犯殺人　令和６年　６８１人
令和７年４～１１月　
クマによる人身被害者数が２３０人
クマも　保護動物でなく　被害者優先なら　
個体として　人間と対等に　対峙できるため
刑法犯の対象である

危機管理では　「対策」と「対応策」は　別物
事前にするのが「対策」　
事後にするのが「対応策」
メディアは　この事前と事後の峻別が
なされておらず　間違いのテロップ

他社に負けずに騒ぐのが　目的の結果
語句の混同の修正は　程遠い
繰り返す
危機を予想して　事前に備えるのが　「対策」
発生した危機に　慌てて対峙するのが　「対応策」
厳粛な解説を　敢えてすれば
賢人は　対策　愚人は　対応策で
守備範囲は　明確である

対応策には　策の目標　手段　技術
外部調達　資金　成果の確認　次の対応策と
その対応策展開
この機能軸の運営に　粗相があってはならない

対策には　時間軸を許容できるが
対応策には　終わりなき時間軸を　介在させては
ならない

いつ迄たっても　クマを一網打尽にできない
地方自治体の　首長や議員や職員の
クマ対応策　責任回避と無自覚さが
日常化するが　確かに　子熊は可愛い　

目を転じて　
世界の日々の流れの　人間世界への事象
これらへの　取り組みを　国別に視ると
国民性が　浮き彫りになる
　
日本・日本人
できない対応策を列挙したり　
対策と対応策の　マイナス面ばかり　
強調して　危機感と臨場感なき連中からの
非難が趣味の続発を恐れ
対策と対応策に緩慢すぎる　日本

そこでは　
待てば　海路の日和あり
春の海　ひねもす　のたりのたりかな
さらには
「くらげなす　ただよえる」の
古事記の天地創生の世界が
今なお　継続している日本　

例：
違法入国・在留・殺人の不法行為で
危害を及ぼす　外人（今や害人）対応策と
犯罪ニュースは　外人らの独占化の傾向
外人犯罪記事の　ない日はない！　

模範例の　米国とトランプ
対策と対応策は　直結の速行動　
その正当性は　後日に声高に
ベネズエラの麻薬疑惑運搬船　臨検など不要
目障りなマロウドなど　かっさらえ！
「やってまぇー」の　quick actionsで
Split second作戦と言う　

なかなか評価できるが
その全米は　南北戦争（１８６１－５）の再来を
想起させ　さらに飛躍で　
朝鮮半島の　北朝鮮と南の韓国のように
北米大陸の　共和と民主の党国国家へ
United States of Americaから
Separated States of Americaと　変政へ

他方
中国・歴代政権党
悪いのは全て　例外なく相手国　
中国と党は永遠に 無誤謬と無修正と
まき散らす　無反省と無礼は　世界遺産級
反省は　他国に強要するもので
自国や自党がするものではない！
自己批判は　落ち目確定の身内者への
イビリ殺し
ルールを決めるのは　中国
だから　破れるのは　中国
廃止できるのも　中国
結果は　
中国が反対すれば　相手国は
正しいことをしている　証明
中国が賛成すれば　その相手国は
自国が不利なことをしている　証明
分かりやすい

諸国や相手国が　嫌がることを
即決断し速実行に　ますます腕を上げる
中国は　違大で威大で異大である
愛国党員のパンダで　相手はメロメロ

中国を観察すれば　今や世界の技術大国
思想や行動は　「三国志」時代の延長
このちぐはぐさで　他国は混乱
西暦１８０年～２８０年頃の再現

「礼記」発祥の地で　「礼」知らずの
無頓着　いにしえに　お帰りになれば？

ロシア・プーチンと仲間
支援と対応策は　中国と北朝鮮とキューバと
アフリカ志願兵
ウクライナとは　停戦など考えず
元のソ連邦中心構成員で中枢同志の
同じ穴のムジナ　とことんやれ

北朝鮮のミサイルと　核開発
手を貸したのは　ウクライナであり
日本メディアは　ダンマリ過ごし

さもないと　ロシアは　
ヒマになれば　中国や北朝鮮を誘い
日本へ牙をむく
これを認識しているのが　非共産の欧州諸国
かつて　ロやウに　ひどい目にあわされ
今は　渋々　ウクライナを支援している
振りだけのしたたかさに　日本は気付き
ウクライナ支援などで
日本は巻き込まれるな！　

大韓民国・韓国人　何が　「大？」
面積　世界順位　６１位　日本　
９７位　北朝鮮　１０７位　韓国
「大英帝国」や「大日本帝国」への　
憧れは今も

朝鮮民主主義人民共和国
対策と対応策の　世界史初の超模範国
人民は金正恩様だけ　分かりやすい

インド　
国章のインドライオンを　狩猟で絶滅させ
責任は英国と　頬かむりのインド人
対策は　外国頼りと　責任押し付けの
ヤメレガラティナヒンハイ　？？？

イスラエル・ユダヤ人
パレスチナ人は　成人も幼児も
根絶やしの対象
それ以外のことは考えない
聖書が教えているとの　盲従の群れ
米国頼みの　無頼民族

再び　日本
敵に塩を送り　その結果も理解出来ず
「遺憾連発」を万能薬と信じ
「落としどころ」と称しての　意味不明の
模索に疲労困憊し　外交と心得
「耐える」を美徳化して
対策も対応策も　コチャマゼの
「うるわしの国」「おもてなしの国」
「ふれあいの国」「寄り添う国」日本
諸外国にとっては　タダ飯提供日本　大好き

だが　理想に走り
政治的に　正しいことを求めれば
それこそが　外敵により
弱体化への餌食になり　外敵は喜び
幾多の国の　亡国の歴史が　証明している

物質から電子が奪われる変化が　「酸化」なら
今進行中の　
自由主義・民主主義から　自由・民主主義や
国が奪われる変化は　「惨化」である

外交とは　
「正しいことを言ったか　よりも
国益になるか否か」　これが理解できず
正しさは　ただの自己満足で　悲劇の温床
これに縋るな　日本！

理想主義に傾倒した　西洋ルネサンス期
宗教中心の中世から　人間中心の近代へ
政治は宗教・道徳から切り離せと
叫んだ１６世紀初頭のマキアベリを
高く評価すべきは　今であるが
躍り出たのが　わが高市女傑
足を引っ張る野党には　目もくれず
対峙する外獣どもには
「上等やないけぇー」と吠え返す
日本歴史開闢以来の　豪傑女将軍

高市総理を　云々し評価するなら
高市総理以上の　起動力と駆動力と走行力
走破力を　装備していなければ　説得力はない
文字通り　総理は　ハイ・シティ・ライダー
以下余白
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